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16. Abstract 

本研究の被験者は UMTRI-2005-29 の実車走行テストに参加したドライバーで、ハイ

ビーム使用状況データが収集されていることは知らない。ドライバーには装置の搭載された

実験車両を与え、7 日から 27 日間使用してもらった。ミシガン南東地域での走行がほとんど

である。 
異なる手法で評価した Hare, Hemion による研究（1968）や UMTRI-2003-02 の結果と

同様に、ハイビームの使用程度は低いことが示された。全てのドライバーと道路の種類を合

わせるとハイビームの夜間使用率は 3.1％となった。ハイビームの使用頻度は高速道ではな

い地方道路で最も高かったがそれでもわずか 8.9％であった。ハイビーム使用に最適な条件

下（街外れの道。対向車、先行車両なし。）においては 25.4％の夜間ハイビーム使用率を示し

た。高齢者ドライバーは若年層の 3 倍使用頻度が高く、彼らは少なくともある程度は夜間の

視力の衰えを自覚し、それを補償する手段をとると考えられる。 
ロービームは多くの運転状況において十分な照度を提供するわけではないことから、

以下 2 点が本研究より示唆される。(1)ハイビーム使用の増加は奨励されるべきである。(2)ハ
イビームとロービームの自動切換は利点があると思われる。 
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